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I 研究水準（分析項目ごとの水準及び判断理由） 

 

1. 研究活動の状況 

 

期待される水準を上回る 

 

[判断理由] 

 「研究活動の実施状況」のうち、研究の実施状況については、平成 19 年度の教員数は 66

名（教授 30 名、准教授 28 名、助教８名）であり、一名当たりの査読付き平均論文数は 2.3

件であり、査読の無い論文（刊行物を含む）については７件である。また、相応のシンポ

ジウム研究発表が行われている。これらの数値について教授・准教授・助教の間に大きな

差が無く、若い研究者も活発に研究活動を行っている。また、21 世紀 COE プログラムに基

づく研究活動の成果として、10 回の国内フォーラムと７回の国際シンポジウムを開催して

いる。研究資金の獲得状況については、科学研究費補助金の採択数と採択金額（それぞれ

新規＋継続）は過去４年間を通じて毎年平均 42 件及び１億 3,000 万円であり、特に金額が

毎年増加傾向にある。平成 19 年度の調査では、新規採択率が 33％となっており、全国平均

（27％）を上回る。他の競争的資金については、受託研究費、共同研究費、奨学寄附金の

受入れ合計件数が過去４年間の平均では毎年 33 件（8,000 万円）であり、活発な研究活動

が実施されている。このように論文数、科研採択数、科学研究費補助金獲得額も大きく、

しかも増大の傾向にあることなどは、優れた成果である。 

 以上の点について、教育学部・人間環境学研究院の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘

案した結果、研究活動の状況は、教育学部・人間環境学研究院が想定している関係者の「期

待される水準を上回る」と判断される。 

 

 

2. 研究成果の状況 

 

期待される水準を上回る 

 

[判断理由] 

 「研究成果の状況」について、学術面では、人間環境を取り巻く諸問題を多方面から科

学的に解明し、新時代の共生社会を創造していくための研究を行っており、人間環境の問

題を解明しようとする研究が多く生まれている。例えば、臨床心理学に基づいた精神分析

に関しての研究や、実用的な昼光照明の設計を可能とする天空輝度分布の国際標準化につ

いての研究で卓越した成果を上げている。社会、経済、文化面では素材型木造工法による

建築作品やイタリア・ポンペイ遺跡のレーザー測量等の実地研究や児童発達障害の研究に
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おいて優れた成果を上げている。また、過去４年間の研究成果によって、国内学会賞２件、

財団等賞２件、文部科学大臣表彰（若手科学者賞）１件、外国の科学アカデミー会員１件

を受賞している。これらの状況などは、優れた成果である。 

 以上の点について、教育学部・人間環境学研究院の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘

案した結果、研究成果の状況は、教育学部・人間環境学研究院が想定している関係者の「期

待される水準を上回る」と判断される。 

 

 

II 質の向上度 

 

1．質の向上度 

 

相応に改善、向上している 

 

当該組織から示された事例は３件であり、そのすべてが、「大きく改善、向上している、

または、高い質（水準）を維持している」または「相応に改善、向上している」と判断さ

れた。 
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